
　

平
素
は
、青
少
年
育
成
活
動
に
ご

理
解
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。ま
た
、今
年
度
も
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
障
壁

と
な
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、感
染
症
法
上「
５
類
感
染

症
」に
位
置
づ
け
が
変
わ
る
こ
と
で
、

平
常
に
近
い
状
況
に
ま
で
戻
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。青
少
年
育
成
市
民
会
議

の
活
動
に
つ
い
て
も
、ほ
ぼ
感
染
前
の

状
況
に
ま
で
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
感
染
症
に
適
切
な
対
応
を
取
り
つ

つ
、市
内
６
中
学
校
全
学
年
の
参
加

す
る「
中
学
生
広
場
」や
多
く
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た「
心
と
心

を
つ
な
ぐ
あ
い
さ
つ
運
動
」を
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

学
校
関
係
お
よ
び
自
治
会
関
係
の

皆
さ
ま
、関
係
団
体
の
皆
さ
ま
の
工

夫
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、市
内
全
中
学
校（
市
立
４
中

学
校
・
立
命
館
守
山
中
学
校
・
県
立

守
山
中
学
校
）の
生
徒
会
代
表
が一堂

に
集
ま
り
、ス
ロ
ー
ガ
ン「
六
花
繚
乱

～C
hallenge everything

～
」と

決
め
、自
分
た
ち
の
身
近
な
課
題
や

問
題
を
６
校
の
み
ん
な
で
解
決
す
る

試
み
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
化

し
つ
つ
、そ
の
成
果
は
各
中
学
校
で
実

践
さ
れ
て
お
り
ま
す
。守
山
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
と
い
た
し
ま
し
て

も
、生
徒
の
皆
さ
ん
と
共
に
情
報
共

有
、意
見
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、現
在
、私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
、自
然
災
害
や
環
境
悪

化
に
加
え
て
国
際
紛
争
な
ど
、不
安

定
要
素
が
多
く
存
在
し
ま
す
。こ
の

よ
う
な
中
に
お
き
ま
し
て
も
、私
た

ち
は
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
つ
つ
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。ま
さ
に
大
人
の
行
動
が
子
ど

も
た
ち
の
模
範
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
、家
庭
や
地
域
・
学
校
・

園
が
、子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
を

育
め
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
ご
支

援
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

令和５年度 第26回 中学生広場「私の思い2023」守山大会

変
化
に
即
応
す
る
活
動
を

展
開
し
ま
し
ょ
う守

山
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議        

会
長 

杉
本 

信
也
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活動発表

〔団　体〕
守山ダイハツ販売株式会社 様
�　地域に根ざした青少年の健全
育成活動、環境美化活動の推進
森川原もりのくまさん 様
�　地域に根ざした青少年の健全
育成活動、居場所づくりの推進
〔個　人〕
北村 正治 様　　青少年の健全育成・指導、地域への貢献
寺町 卓 様　　　青少年の健全育成・指導、地域への貢献
富永 友子 様　　スカウトの指導ならびに団体、地域への貢献
西野 那孔 様　　スカウトの指導ならびに団体、地域への貢献

　総会の席上において「滋賀県民総あいさつ運動」功労顕
彰者の表彰式があり、寺町 卓 様が受賞されました。

滋賀県青少年育成県民会議総会
５月19日（金）滋賀県庁

　教育、地域、団体の各関係機関代表者が一堂に会し評
議員会が開催されました。評議員会終了後、研修会として
花園大学社会福祉学部児童福祉学科 教授の炭谷 将史 様
から「子どもの人権を改めて考える」と題し講話をしていた
だきました。

令和５年度 守山市青少年育成市民会議評議員会（総会）
５月27日（土）守山市民ホール 学習室１

・表彰
・作文発表
・青少年活動発表　長浜市少年少女合唱団
・講演「ヤングケアラーの現状と支援の課題」
　　　講師：立命館大学産業社会学部 教授 斎藤 真緒 様

令和５年度 滋賀県青少年育成県民大会
11月11日（土）長浜文化芸術会館 ■協賛事業

●�第42回 
　野洲川冒険大会
●�守山市生徒会サミット
　（意見交流・ポスター作成）
●もりやま青年団活動

　市内６中学校から選出された中学生実行委員14人が、
大会の運営・司会をしています。
　市内各中学校代表18人による意見発表を行い、守山代
表として立命館守山中学校２年 山中 萌依さんと守山北中
学校２年 森田 和奏さんを県広場へ推薦しました。
　また、守山南中学校と県立守山北高等学校の活動発表
を行いました。

第26回 中学生広場「私の思い 2023」守山大会
７月8日（土）守山市民ホール 大ホール

　立命館守山中学校２年 山中 萌依さんが最優秀賞（滋賀
県知事賞）を受賞されました。また、独立行政法人国立青
少年教育振興機構主催「第45回 少年の主張全国大会～
わたしの主張2023～」に滋賀県代表として推薦され、努力
賞を受賞されました。

第26回 滋賀県中学生広場
「私の思い 2023」県広場
８月19日（土）
日野町町民会館 わたむきホール虹

守山市青少年育成市民会議活動報告守山市青少年育成市民会議活動報告　青少年が心豊かでたくましく成長し、笑顔と希望に満ちた活動ができるように、
さまざまな活動や支援などを通して、青少年の思いや意見を共有しています。

守山小学校３年 山田 稜大さん
「遊んでくれるお父さん」

玉津小学校３年 寺内 心咲さん
「ふえていく家族の思い出」

　中学生広場意見発表、県民会議に推薦した作文発
表をしていただきました。

守山北中学校２年 森田 和奏さん
「私の想う、夢見る未来」

立命館守山中学校２年 山中 萌依さん
「小さな幸せは大きな幸せ」

　守山市生徒会サミットの取り組みについて活動発
表をしていただきました。

「六花繚乱～Challenge everything～」

県民会議　表彰
　県民会議に推薦しました、
守山小学校5年 守 菜々美さ
んの「弟のお食い初め」が奨
励賞に選ばれました。

　50点の応募作品の中から、優秀作品として「児童の部」７点
「生徒の部」５点を県民会議に推薦しました。
　優秀作品受賞の１２人に、青少年育成大会において表彰を行
いました。

「豊かな心をはぐくむ家庭づくり」に関する絵画・ポスターコンクール
10月28日（土）守山市民ホール 市民ギャラリー（応募作品50点展示）

　青少年の健全育成活
動を積極的に行われた
団体・個人が、青少年
育成市民会議表彰を受
けられました。

令和５年度 守山市青少年育成大会
10月28日（土）守山市民ホール 小ホール

■その他の活動
●�環境浄化活動
　（�書店・コンビニなどでの有害図書立入調査）
●�白ポストの管理（各月2回）
　（有害図書などの回収・破棄）
●広報紙「守山青少年」発行

　「豊かな心をはぐくむ家庭づくり」に関する作文発
表をしていただきました。

　ロンドン2012オリンピック 陸上棒高跳 日本代表
として出場された、我孫子 智美 様（現 エール株式会
社勤務）をお迎えして、「私が棒高跳を通して学んだ
こと」と題して講演をしていただきました。

講演

令和５年度 心と心をつなぐあいさつ運動
あいさつ運動の実施

（７月１日～31日、11月１日～30日）
　７月は「青少年の非行・被害防止強調月間」、11月は「子
ども・若者育成支援協調月間」と国や県において定めてい
ます。
　守山市青少年育成市民会議では、この月間中、家庭・
学校園・地域が連携し、あいさつで人と人がつながること
で地域社会の人間関係やコミュニケーションを深めるとと
もに、登下校における交通マナーの向上や非行防止・犯
罪抑制にもつながり、安全な地域社会づくりの一助となる
よう実施しています。
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守山市青少年育成市民会議　事務局
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番22号  守山市教育委員会事務局 社会教育・文化振興課内

守山市青少年
育成市民会議
シンボルマーク

（582）1142
（582）9441

守山学区 　河西学区

　吉身学区 速野学区

小津学区 中洲学区

玉津学区

賛助会費のご報告と御礼
　青少年は、社会のかけがえのない一員であり、明日の守山をつくり支え
ていく担い手です。創造性と自主性に富み、心身ともにたくましく、地域
との連帯感のなかで人間として成長していくことは、市民すべての願いです。
　当市民会議では、地域に根ざした全市的な市民活動として、青少年健全
育成を推進するため活動を展開しています。今年度も皆さまの温かいご支
援をいただき、さまざまな事業や活動を展開することができましたこと、御
礼申し上げます。
　今後も引き続き当市民会議の趣旨に賛同していただき、個人や団体・企
業など皆さまからのご支援、ご協力をお願い申し上げます。

賛助会費（年会費）　
①団体　1口　� 3,000円
②個人　1口　　� 500円

賛助会費　合計　� 1,639,000円
（＠3,000円×95口）　　� 285,000円     
（＠500円×2,708口）� 1,354,000円
� （３月１日現在）

上記の活動は一例です。

7学区青少年育成
地域活動事業

７学区に青少年育成地域活動補助金
（560,000円）を交付

　あそびの工房 もくもく屋 田川 雅規 様を迎え「おっ
と、ここはワタシの出番だ」と題して、児童問題研修会
を開催しました。子どもに
大人も完璧でないことを見
せることで共感し、安心の
材料になることなど、信頼
できる大人になるための“コ
ツ”を教えていただきました。

　「河西学区民のつどい」の子ども向けイベントとし
て、青少年健全育成
部会、河西小学校PTA
との共催で『段ボール
迷路と射的』を開催し
ました。450人もの大
勢の子どもたちが楽し
く参加してくれました。

　安全安心連絡協議会とまちづくり青少年部会で、
夏季と冬季の2回、学
区内の防犯、事故防
止を図るため各自治
会に分かれて安全点
検活動（パトロール）を
実施し、危険個所の
確認をしています。

　今年度は、吉身学区健康推進員にご協力いただ
き、親子で楽しむ料理講座『簡単おせちをつくろう』
を、親子がふれあう
機会づくりとして実施
しました。大好評で、
「家でもまた親子で
料理をしたい」と声が
上がっていました。

　まちづくり協議会ささえあい活動部会では、「あ
いさつ運動」や「SOSホームの点検」を通して子ども
たちの安全を見守ってい
ます。また、学区交通
安全協会のご協力によ
り、新たな「飛び出し坊
や」を作成し、自治会に
て設置を行いました。

　今年度は、コロナ禍で開催が見送られてきた事業
を見直しながら開催する1年となりました。青少年健
全育成部会では、小津ふれあい広場の中で「あそび
フェスタ」を担当、また、新
守ウォークラリーを開催する
など、いろんな遊びを通し
て地域の方々の交流を図る
良い機会となりました。

　青少年育成部会で学区内の危険を感じる交差点
や道路を点検し、子どもも大人も一旦停止すること、
左右を確認すること
などを習慣付けられ
るように、昨年度に
引き続き、路面標示
用ステッカーを設置
しました。


